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令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
、
陸
上
自
衛
隊

下
志
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
自
衛
隊
殉
職
隊

員
千
葉
県
追
悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、

千
葉
県
隊
友
会
長
と
し
て
隊
友
会
を
代
表
し

て
参
列
い
た
し
ま
し
た
。
下
志
津
駐
屯
地
の

「
鎮
の
庭
」
に
は
、
殉
職
さ
れ
た
陸
・
海
・
空

の
自
衛
隊
員
が
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
、
新
た
に
祀
ら
れ
た
御
霊
が
加
わ

り
、
五
十
九
柱
と
な
ら
れ
た
御
霊
に
対
し
、 

追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。 

千
葉
県
隊
友
会
は
、
毎
年
下
志
津
駐
屯
地

の
慰
霊
碑
（
鎮
の
庭
）
を
追
悼
式
前
に
清
掃
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
土
曜
日
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
定
年
後
の
若
手
会

員
に
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
若

手
と
の
親
睦
の
場
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な

時
間
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

我
が
国
の
平
和
と
国
民
の
生
命
を
守
り
、

崇
高
で
困
難
な
任
務
に
ま
い
進
さ
れ
る
中
、

志
半
ば
に
し
て
そ
の
職
に
殉
じ
ら
れ
た
御
霊

に
対
し
、
謹
ん
で
追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。 
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光
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光
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神
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司 

 

『
活
動
再
開
』 

 

千
葉
県
隊
友
会
会
員
及
び
特
別
会
員
の
皆
さ
ま
、 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
令
和
二
年
春
に

感
染
拡
大
し
、
一
年
半
に
亘
り
隊
友
会
の
活
動
が
制
限

さ
れ
て
来
ま
し
た
。
昨
年
九
月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、
少
し
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が
世

界
中
で
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
も
第
六

波
が
来
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
す
。
最
新
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
活
動
を
再
開
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

丁
度
、
感
染
が
急
激
に
減
少
し
た
昨
年
十
月
二
日
（
日
）

千
葉
県
護
国
神
社
に
お
い
て
、
三
十
名
を
超
え
る
隊
友

会
の
メ
ン
バ
ー
と
（
県
郷
友
連
盟
と
共
同
で
）
清
掃
な
ど

の
奉
仕
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

十
月
三
十
日
（
土
）
下
志
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、
四
街

道
支
部
他
約
五
十
名
の
隊
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
自
衛
隊

殉
職
隊
員
千
葉
県
追
悼
式
会
場
の
清
掃
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
（
細
部
は
、
千
葉
県
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
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覧
く
だ
さ
い
。）
。
両
日
と
も
に
快
晴
に
恵
ま
れ
、
お
互
い

の
近
況
を
語
り
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
て
、
ホ

ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
光
が
見

え
て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

十
月
五
日
（
火
）
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
検
討
に
つ
い
て
、
千
葉
県
庁
の
新
宅
災
害
・
危
機
対
策

監
（
陸
自
Ｏ
Ｂ
）
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
の
検
討
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
防
衛
省
・
自
衛

隊
で
の
経
験
者
の
能
力
が
災
害
対
応
力
の
向
上
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
県
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け

橋
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

隊
友
会
（
千
葉
県
だ
け
で
な
く
全
国
的
に
）
活
動
の
問

題
点
は
、
入
会
者
の
減
少
と
会
員
の
活
動
の
停
滞
化
が

あ
り
ま
す
。
二
つ
の
問
題
点
は
、
相
互
に
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
（
こ
こ
数
年
、
自
衛
官
の
定
年
延
長
に
伴
い
、

一
時
的
に
定
年
者
が
減
少
し
た
面
が
あ
り
ま
し
た
。
）。 

「
人
生
百
年
時
代
」
、
退
職
・
退
官
か
ら
の
人
生
が
永

く
な
り
ま
し
た
。
隊
友
会
は
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
勤
務

し
た
皆
さ
ん
の
退
職
後
の
「
交
流
の
場
」
と
し
て
の
重
要

性
が
更
に
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

隊
友
会
の
活
動
に
お
い
て
は
、
奉
仕
活
動
も
含
め
て

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
、
自
衛
隊
時
代
の

経
験
を
活
か
せ
る
活
動
を
通
じ
て
、
交
流
の
場
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
や
っ
て
よ
か
っ
た
。」、「
参

加
し
て
楽
し
か
っ
た
。」
と
言
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
声

が
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
方
で
、
現
役
の
部
隊
・
隊
員
の
皆
さ
ん
に
隊
友
会
の

活
動
を
正
し
く
理
解
し
て
い
く
機
会
を
増
や
し
て
い
く

「
普
及
教
育
」
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

更
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
意
見
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
を
見
な
が
ら
に
は
な
り
ま

す
が
、
令
和
四
年
「
活
動
再
開
」
で
す
。 

       

副
会
長 

青
木 

清
治 

(

元
空
自
） 

千
葉
県
隊
友
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
を
晴
々
し
い
気
持
ち
で
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
し
、
各
種
行
事
が
取

り
止
め
に
な
る
中
、
日
本
で
五
十
七
年
振
り
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
、
成
功
裡
に
終
了

で
き
た
こ
と
は
、
世
界
に
誇
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
水
際
対
策
等
を

徹
底
し
、
第
六
波
の
発
生
を
防
ぎ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
収
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
扱
い
で
済
む
よ
う
に
し
て
貰

い
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
こ
そ
千
葉
県
隊
友
会

総
会
懇
親
会
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
と
お
り
に
催
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
千
葉
県
隊
友
会

の
各
種
行
事
の
中
で
も
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
護
国
神
社
の
例
大
祭
準
備
の
清
掃

奉
仕
、
車
両
統
制
、
そ
し
て
自
衛
隊
殉
職
者
追
悼
式
会
場

で
あ
る
下
志
津
駐
屯
地
の
「
鎮
の
庭
」
の
清
掃
奉
仕
で
す
。

こ
れ
に
継
続
参
加
し
よ
う
と
思
い
、
健
康
に
留
意
し
て

い
ま
す
。
隊
友
会
会
員
の
皆
さ
ま
是
非
ご
一
緒
し
ま
し

ょ
う
。
最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

       

理
事
役 

永
岡 

雅
史 

（
元
陸
自
） 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
勢
拡
大
施
策
の
現
状

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
隊
友
会
本
部
計
画
で
会
勢
拡

大
施
策
を
県
内
各
基
地
・
駐
屯
地
ご
と
入
会
促
進
会
員

を
指
定
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
二
年
一
月

か
ら
の
定
年
延
長
の
た
め
、
退
職
隊
員
の
減
少
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
退
職
予
定
隊
員

と
の
面
談
接
触
が
困
難
と
な
り
、
入
会
者
が
半
減
い
た

し
ま
し
た
。 

千
葉
県
隊
友
会
の
会
員
数
は
、
平
成
八
年
の
約
四
千

八
百
名
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
二
十
三
年
の
公
益
社
団
法

人
化
に
際
し
実
施
し
た
「
隊
友
会
活
動
に
関
す
る
ア
ン

§副会長§ 

 

 

§理事役§ 
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ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
り
、
約
四
千
七
百
名
か
ら
約
三
千
四

百
名
に
激
減
し
ま
し
た
。
じ
後
、
高
齢
化
に
伴
い
会
員
数

の
減
少
が
続
き
、
令
和
元
年
度
末
に
は
三
千
名
を
割
り

込
み
、
令
和
二
年
度
末
に
は
約
二
千
七
百
五
十
名
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
定
年
延
長
は
、
令
和
四
年
一
月
か

ら
の
二
・
三
曹
で
終
わ
る
予
定
で
、
令
和
五
年
度
か
ら
は

平
成
三
十
年
度
の
約
一
万
四
千
名
の
退
職
予
定
者
に
戻

る
予
定
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

治
療
薬
の
開
発
普
及
で
、
終
息
の
出
口
が
見
え
て
き
ま

し
た
の
で
、
以
前
の
勧
誘
活
動
が
再
開
で
き
る
の
で
は

と
思
料
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
現
職
隊
員
に
隊

友
会
の
存
在
意
義
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
退
職
に
し

て
は
、
隊
友
会
へ
の
入
会
が
当
た
り
前
で
あ
る
環
境
を

醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
一
つ
と
し
て
、
各
基
地
・
駐
屯
地
等
の
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
隊
友
活
動
の
見
え
る
化
と
Ｐ
Ｒ
に
努

め
、
入
会
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
隊
友
会
活
動

を
通
じ
、
社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
こ
と
を
退
職
後
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
提
供
で
き
る
組
織
に
変
貌
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

隊
友
会
本
部
へ
の
提
言
と
し
て
、
退
職
隊
員
の
隊
友

会
へ
の
入
会
の
義
務
化
と
年
金
受
給
年
齢
の
六
十
五
歳

ま
で
の
年
会
費
未
納
者
の
身
分
保
障
（
新
聞
等
の
サ
ー

ビ
ス
停
止
）
の
二
つ
を
あ
げ
ま
す
。 

お
わ
り
に
、
入
会
促
進
会
員
及
び
支
部
長
並
び
に
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
会
勢
拡
大
施
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 

◇
理
事
役
会
・
後
期
支
部
長
会
議 

 
 
 
 
 
 

三
月
三
日
（
木
）
十
三
時
～ 

 
 
 
 
 
 

千
葉
市
民
会
館
三
階
会
議
室 

 
 
 
 
 

◇
令
和
四
年
度
会
費 

（
三
千
円
） 

 
 
 

 
 
 

年
度
払
い
の
会
員
皆
様
に
会
費
振
込 

 
 
 

用
紙
を
同
封
い
し
ま
す
。 

◇
令
和
四
年
度
の
会
運
営
協
力
金 

（
三
千
円
） 

終
身
会
員
皆
様
に
協
力
金
寄
付
の
振

込
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長
） 

         

   

習
志
野
支
部
が
所
在
す
る
習
志
野
市
は
、
千
葉
市
と

船
橋
市
に
挟
ま
れ
た
人
口
約
十
七
万
人
の
小
さ
な
町
で

あ
る
。
習
志
野
市
と
い
う
と
、
陸
自
習
志
野
駐
屯
地
が
所

在
す
る
町
と
よ
く
誤
解
さ
れ
る
が
、
実
は
違
う
の
で
あ

る
。
習
志
野
駐
屯
地
が
所
在
す
る
の
は
、
お
隣
の
船
橋
市

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
習
志
野
」
と
い
う
名
称
な
の
か
。 

そ
れ
は
、
旧
陸
軍
の
習
志
野
演
習
場
に
由
来
す
る
。
現

在
の
船
橋
・
八
千
代
・
習
志
野
・
千
葉
の
各
市
に
ま
た
が

る
広
大
な
習
志
野
演
習
場
の
中
心
地
が
習
志
野
市
で
あ

っ
た
。
現
在
の
習
志
野
市
東
習
志
野
地
区
に
は
、
廠
舎
群

が
立
ち
並
び
、
現
習
志
野
市
大
久
保
地
区
に
は
、
騎
兵
部

隊
（
騎
兵
第
一
旅
団
・
騎
兵
第
十
三
・
十
四
聯
隊
、
騎
兵

第
二
旅
団
・
騎
兵
第
十
五
・
十
六
聯
隊
）
の
兵
舎
群
が
軒

を
連
ね
て
い
た
。
現
在
の
京
成
線
大
久
保
駅
は
、
軍
馬
の

大
量
の
糧
秣
の
集
積
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
駅
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
現
在
の
習
志
野
市
津
田
沼
地
区
（
現
Ｊ
Ｒ

津
田
沼
駅
南
口
付
近
）
に
は
、
鉄
道
第
一
聯
隊
が
駐
屯
し
、

現
在
の
新
京
成
電
鉄
の
路
線
は
、
そ
の
鉄
道
聯
隊
の
訓

練
線
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述

の
東
習
志
野
地
区
の
廠
舎
地
域
は
、
日
露
戦
争
時
の
ロ

シ
ア
兵
、
第
一
次
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
兵
の
捕
虜
収
容
所

と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
当
時
の
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
将
兵
と

の
交
流
も
活
発
で
、
現
在
、
習
志
野
市
の
名
物
に
な
っ
て

い
る
習
志
野
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
当
時
の
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
が

も
た
ら
し
た
レ
シ
ピ
の
産
物
と
の
こ
と
。 

こ
の
よ
う
に
、
軍
都
と
し
て
栄
え
た
習
志
野
地
区
で

は
あ
る
が
、
戦
後
は
、
い
わ
ば
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
人
口
を
集
め
、
昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
敷
い
た

が
、
自
衛
隊
と
の
交
流
は
さ
ほ
ど
活
発
と
も
言
え
ず
自

衛
隊
尾
Ｏ
Ｂ
も
少
な
く
、
隊
友
会
会
員
も
七
十
名
程
度

の
小
さ
な
所
帯
で
あ
る
。
隊
友
会
支
部
と
し
て
の
活
動

も
か
つ
て
は
二
十
～
三
十
名
が
集
ま
っ
て
の
懇
親
会
、

勉
強
会
を
年
数
回
開
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
会
員
の

高
齢
化
に
伴
い
、
最
近
で
は
声
を
か
け
て
も
集
ま
っ
て

く
る
会
員
数
が
激
減
し
、
や
や
寂
し
い
状
況
で
あ
る
。 

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
最
近
の
め
ぼ
し
い
活
動
と
し
て

◆
習
志
野
支
部
◆ 

後期支部長等会議および  

会費・協力金のお知らせ 
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は
、
平
成
二
十
九
年
の
市
内
某
町
会
連
合
会
の
「
防
災
Ｃ

Ｐ
Ｘ
訓
練
支
援
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
町
会
連
合
会
対

策
本
部
及
び
各
町
会
自
主
防
災
会
本
部
の
要
員
約
七
十

名
を
対
象
に
、
巨

大
地
震
発
生
か

ら
約
半
日
間
の

一
連
の
災
害
対

処
要
領
の
訓
練

を
企
画
、
訓
練
準

備
、
訓
練
本
番
で

の
逐
次
の
状
況

付
与
、
現
場
指
導

な
ど
の
全
て
を

隊
友
会
習
志
野

支
部
の
総
力
を

挙
げ
て
実
施
し
、

好
評
を
博
し
た

こ
と
が
記
憶
に

残
る
。
今
後
と
も
、「
防
災
」
の
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、
隊

友
会
が
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
念
願
す
る
も
の
で
あ

る
。 

（
習
志
野
支
部
長 

柚
木 

文
夫
） 

    
 

山
武
東
金
支
部
二
代
目
支
部
長
と
し
て
、
平
成
十
六

年
に
引
き
継
ぎ
、
依
頼
十
七
年
に
な
り
ま
す
。
隊
友
会
の

目
的
は
、
国
民
・
地
域
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
な
り
、

目
的
は
我
が
国
の
平
和
と
安
全
に
寄
与
す
る
事
で
す
。 

 

私
達
は
、
地
域
の
人
達
に
自
衛
隊
を
理
解
し
て
頂
く

こ
と
に
努
め
、
自
衛
隊
が
各
種
の
行
動
を
実
行
す
る
際

に
、
地
域
住
民
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
。
現
在
の
法
律
で
は
、
地
域
の
協
力
が
な
け
れ

ば
動
け
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
自
身
普
段

か
ら
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
地
域
役
員
へ
の
要
請

が
あ
れ
ば
受
け
る
。
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

に
は
、
地
域
の
区
長
を
受
け
て
、
依
頼
十
八
年
間
実
施
し

ま
し
た
。
横
芝
光
町
の
自
衛
隊
協
力
会
は
、
親
し
い
友
人

と
二
人
で
平
成
二
十
三
年
に
立
ち
上
げ
、
十
年
に
な
り

ま
す
。
会
員
も
約
八
十
名
と
な
り
、
総
会
、
国
防
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
講
演
会
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
次
に
、
地
域
で
自
衛
隊
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
重
要
な
こ
と
は
特
別
会
員
を
増
や
す
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
市
長
・
町
長
さ

ん
及
び
県
会
議
員
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
、
で
き
れ
ば

特
別
会
員
に
入
会
し
て
頂
く
こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

山
武
東
金
支
部
の
範
囲
は
、
三
市
・
三
町
あ
り
ま
す
が
、

国
会
議
員
の
森
衆
議
院
議
員
、
石
井
参
議
院
議
員
、
地
域

の
首
長
で
は
金
坂
大
網
白
里
市
長
、
松
下
山
武
市
長
、
佐

藤
横
芝
光
町
長
、
千
葉
県
議
会
議
員
で
は
、
阿
井
県
議
、

石
橋
県
議
、
実
川
県
議
、
小
野
崎
県
議
及
び
東
金
市
の
石

田
市
議
に
も
特
別
会
員
に
入
会
し
て
頂
き
、
支
部
の
隊

友
会
活
動
に
協
力
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

私
達
が
で
き
る
こ
と
は
、
特
別
会
員
の
選
挙
活
動
に

当
た
り
、
そ
の
選
挙
活
動
に
最
大
限
の
協
力
を
す
る
事

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
支
部
と
し
て
の
主

な
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
参
加
者
四
名
、
私
有
車
二
台

で
食
料
品
等
、
生
活
用
品
を
準
備
し
て
気
仙
沼
市
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二

十
七
年
九
月
の
常
総
市
で
の
水
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
、
九
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
際
に
は
、
川
島
会

員
の
奥
様
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
感
激
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
支
部
が
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
九

都
県
市
防
災
訓
練
、
千
葉
県
護
国
神
社
春
、
秋
大
祭
前
の

清
掃
奉
仕
作
業

に
は
、
毎
年
多
く

の
支
部
会
員
に

参
加
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
今
年

度
の
九
都
県
市

防
災
訓
練
は
、
大

部
分
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、

山
武
地
域
防
災

備
蓄
倉
庫
か
ら

の
出
庫
訓
練
は

実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
支
部
と
し
て

は
、
以
前
か
ら
防

災
備
蓄
倉
庫
支

援
連
絡
網
を
作

成
し
て
、
訓
練
実
施
の
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
十
一
名
が
参
加
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
て
訓
練
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 

（
山
武
東
金
支
部
長 

若
梅 

友
男
） 

◆
山
武
東
金
支
部
◆ 


